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会員スピーチ⑦ 

第 36 回例会 （通算第 613 回） 
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☆会 報 ・雑 誌 ・広 報 委 員 会    委 員 長 ：松 本 和 彦   委 員 ：粕 谷 悦 功   藤 野 圭 史   樋 口 静 克  

＜ 2013-2014 年度 ＞   会 長 ： 阿部 正美   幹 事 ： 伊藤 淳一 

T H E  F O U R - W A Y  T E S T  

四 つ の テ ス ト  

1   真実かどうか 

2  みんなに公平か 

3  好意と友情を深めるか 

4  みんなのためになるかどうか 

【日付】 3 月 27 日 （木） 

【場所】 サンパレス福島 

【開会点鐘】 18 時 30 分 

【出席報告】 

会員数： 54 名 

出席数： 30 名 

出席率： 56.60％ 

長期欠席者： 1 名 

出席免除者： 5 名 

【会報発行】 

第 2530 地区県北第一分区 

福島 21 ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞ 

委員会報告 
■財団 BOX 

10,000 円 
■ｽﾏｲﾘﾝｸﾞ BOX 

50,000 円 
■米山 BOX 

6,000 円 

本日の例会は、阿部光裕会員のスピーチとなっております。 

光裕会員には、先週おいでいただいた、姉妹クラブの千里メイ 

プルロータリークラブの皆さんの浪江町視察、例会での AVE＆ 

つるりん和尚のライブ、また、来る３０日には、学生親善囲碁大 

会の開催と、たくさんの行事にご協力いただいていますこと、こ 

の場をお借りして厚く御礼申し上げます。また、これからのスピ 

ーチ楽しみにして会長挨拶とします。 

 

会 長 あ い さ つ 

 会長 ： 阿部 正美 

会員スピーチ⑦：阿部 光裕会員 

 

 除染について 

震災から２ヵ月後の５月、ラジオ出演時、リスナー（３才の子を持つ母親） 

から自宅の線量が高いというお悩みがあり、何とか解決しようと除染をし 

て線量を下げました。そして、お寺の敷地に仮置き場を設け、除染で出た土などを保管しました。 

その他にもパセオ通り商店街の皆さんと除染しました。 

 震災原発事故の問題、福島復興について 

広島・長崎への原爆投下 60 周年にあたる 2005 年、アメリカの子供や服役囚を含む多数の人々

がお地蔵さんを製作し広島・長崎に届け、亡くなった人々に追悼の意を捧げるアメリカ発の「平和

のための地蔵プロジェクト」というものがありました。 

プロジェクトの代表は医師で禅の指導者でもある、ジャン澄禅ベイズという方です。 

ベイズさんは、長崎に原爆が投下された昭和 20 年 8 月 9 日に生まれ、両親に「あなたが生まれ

た日は、あなたが生まれた喜びと、大勢の日本人が命を失った悲しみの日。そのことを胸にとど

めて生きていきなさい。」と育てられたそうです。 

そしてご縁があり、「平和のための地蔵プロジェクト」の日本代表になったのですが、このプロジェ

クトに携わるにあたり、父から核・原爆・原発に手を出すなら一生やるつもりで関われと言われた

こともあり、震災後、原発事故の問題などを考え福島の復興に取り組んでいます。   （次頁へ） 
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【本日のプログラム】 

1. 開会点鐘 

2. RC ソング斉唱 

   「奉仕の理想」 

3. 四つのテスト唱和 

4. お客様紹介と 

     会長あいさつ 

5. 幹事報告 

6. 委員会報告 

 「お食事をどうぞ」 

7. 会員スピーチ⑦ 

8. 閉会点鐘 

 

 

【プログラム実施予定】 

3 月 27 日（木) 

会員スピーチ⑦ 

30 日（日) 

福島県学生親善 

囲碁大会 

4 月 3 日（木） 

会員スピーチ⑧ 

10 日（木) 

月間スピーチ⑧ 

  17 日（木） 

  観桜会 

24 日（木） 

  クラブ協議会③ 

復興支援事業・福島県学生親善囲碁大会を開催 ３月 30 日(日) 

【ご寄付者と BOX メッセージ 】 

■スマイルボックス寄付者■ 

 阿部光裕さんのスピーチに感謝して 阿部正美・佐藤信博 

 光裕さん、スピーチご苦労様です 佐々木廣充       誕生祝いより 竹之下誠一 

 宗形守敏 水野博光 山口和吉 安部宏 阿部光裕 三瓶善明 佐藤敬 若穂囲四平 野﨑正広 

木村幸二  菱沼勝秋 渡辺ひろこ 今泉睦 橘内美智夫 千里メイプルほか 

■財団ボックス寄付者■ 

 佐藤信博 水野博光 安部宏 佐々木廣充 阿部光裕 若穂囲四平 松本和彦 菱沼勝秋 渡辺ひろこ 菅藤裕之 

■米山記念奨学会寄付者■ 

水野博光 安部宏 阿部光裕 菱沼勝秋 菅藤裕之 

平成２６年３月３０日(日)に「常円寺」福島市山口に於いて、福島県学生

親善囲碁大会が開催されました。講師に武宮陽光プロ(５段)外をお迎えし

て、福島県内の学生が熱戦を繰り広げました。結果は以下の通りです。 

（前頁から） 

 これからの子供たちにむけて 

震災後、自身の後押しにもなった唄、川内康範作詞の「おふくろさん」は母親の遺言を唄にしたものだ

そうです。 

♪ おふくろさんよ おふくろさんよ 空を見上げりゃ 空にある 

雨の降る日は 傘になり お前もいつかは 世の中の 

傘になれよと 教えてくれた あなたの あなたの真実 忘れはしない 

震災を経験した子供がいつか、「世の中のために雨が降ったら傘になる」と思ってくれたらと、これから

の子供に期待したいです。 

また、「バカの壁」の著者、東京大学名誉教授・養老孟司先生から「この震災という経験も、生かすも

殺すも自分次第です。」というメッセージもいただきました。 

 最後に 

自分が何を考え、何を言い、どう行動する 

か。これにつきるというのが我々の人の世 

の生き方だろうと思います。 

 


